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居宅介護に お ける家事援助業務の 現状 につ い て

The 　Current　State　of 　Home −Help　Services　in　the　Home 　Care
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1 　は じ

に 　平成 12 年 6 月に社会福祉事 業法が全 而

正さ れ，社 会 福 祉 法 として 施行 さ れてから

N 半 が

過
し

た 。 　一 連の社 会福祉 基 礎構造 改革の

台骨 と も 言 える，この 改 IE 社 会福 祉法 には，「

人の 尊 厳」， 「利用 者本 位 と自 立支援一 1 お

び 「地 域 福 祉 の 推進 」な どの 基本的 視 点 が

り込 ま れてい る 。 児童や 障 害 者 ，高 齢者 等

べ ての福 祉 サー ビス 利用 者は，住 みな れた

域で， 固有の 尊厳 を保 ちながら ，自ら の選

によ り日 常生 活 を営 む 権 利 が 保障 さ れな け

ばな ら ない ことが， 改 めて

明 確 に さ れた ： 訳で ある 。 　 このよ うな こ

か ら 考え る な らば ， 福 祉サ ー ビ ス 利 用者 は

自ら の 意志に 基 づ いてサー ビ ス を 選 択 ・利

する ， 「 生活 主 体者 」 で あ る と理 解 するこ

ができ るし， 生
活主 体 者；生活者 の 視点 か

福祉 サ ー ビ スと の 関連性 を 捉え
直 す こ と が

要 である と も 解せよう。つま り，日 常生 活

営 む 人 間（主体的 存在）に 照準を 合わ せな

ら，社会 福祉 の政策や 制 度を 捉えよ うと する

ｶ 活 福祉とい う 概 念 が

今後より大切 になると 考え ら れ る の である

　 社会福 祉 専 門職養成教 育課程 におい ても，

輻 なカリキ ュラ ム改 訂が平 成 12 年 4 月に

わ れ こ の 生活 福祉 の視 点を養 う 実習と もな

， 訪 問 介 護実習の 必修が 明示された。そ の

的 は， 授 業 で習 得した専門 知識 ・ 技術を訪

介護等の 場 で応 用し，高齢者や障害 者等の

護 と日 常

活 援助を行ううえで必 要な能力を養うというも

である 。 　 筆者 らは ， 訪問 介 護 実習

向け， 訪 問介 ii 隻員 の 家事援助に つい て

務内容や業務上 の留意 点，心が まえ や訪問

の留意 事項 等 を明 らか に し， 介 護専門職を

す 学生に効果的な教育方法 を 開 発 し ていく

とを 目 的と し て， 居宅 介 護 に お け る

事 援助 業務 の現 状と課題 について 調 査 を 行 い ， その結果 を得たの で報告す る 。 よ しだ　の

こ（福祉
学科｝

　

いしく
ろ
　や す こ 〔 福 祉 学 科） 　　うち 　 け い ずい（福 祉 学 科）
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皿　研 究の方法

　本学福 祉学科 2 年生の 教科の
一・

つ で ある 訪問

介護実 習 の 事業所 に調査 を依頼 し，返信用封筒

で 調査結果 を郵送に て 回収 を行 っ た 。

（1）調査期間

　 平成13年6月1H 〜6月30 目

〔2）調査対象

　 ・居宅介護業務を提供す る訪問介護 員

　　　　　　　　　　　※ 　詳細 は以 下に 記す

　　訪 問 介護実習 の 事業所 （es　［1」県内の 礼 会福

　　祉 協議会 ， ホ
ーム ヘ ル パ ー

ス テ
ー

シ ョ ン

　　等　28ケ 所）

　　 1事 業所 に対 し約 6 名の 訪問介護員に依頼

　　言1』194名　　〔1亘1翔又疼ζ　…　　97％〕

（3》調査 方法

・訪問介護員 （ホ ーム ヘ ル パ ー）

　　 … 配票 （回収の み 郵送）調企に よ る

（4）言周fi　［±J容

　　  　雇用形態

　　  ヘ ル パ ー歴

　　  　資格の 有無 とその 内容

　　  　勤務時間

　　  　業務内容 （被服 管理 ・食事管理 ・住生

　　　活管理 ）

　　  業務上 の 留意事項

　　  　家事援助 で 多 い 内容

　　 
．

辛い と思 っ た こ と

　　（9） 嬉 しい と思 っ た こ と

　　  　訪問介護員の 心 が まえ と訪問時 の 溜意

　　 事項

　　  　介護専門職 を志 す学 生 に伝え た い こ と

　　  ． 介護保険導入後の 変 化

　　  　ス トレ ス 解消法

皿　結果及び考 察

　本調査 の 対象 t 訪問介護職 員の 内訳 は，表 1

の とお りで あ る 。

表 1　 訪 問介護 員の内訳

性 別　 男性

　　　女性

年代　20代

　　　30代

　　　40代

　　　50代

　　　60代

　 　 　 NA

2 名

192名

6 名

33名

74名

70名

5 名

6 名

（1．o％）

（99，096）

（3．196｝

（17．096）

（38ユ
〔冫6｝

（36．lg6｝

（2．6％）

（3．⊥％ ）

雇用　常勤 ヘ ル パ ー　142名 （732 ％）

形態　非常勤 ヘ ル パ ー 52名 （26．8％ ）

　 訪 問介 1淺員を性 別 に み る と 194 名中 ， 男 性

が 2 名，女性 が 工92名で 女性 が 全体の 99％ を 占

め た 、， 訪問介護サ ービ ス の 業務 は家事援助 ・
身

体 介護等が 主 で あ る ため ，女性 の 就労が多 い も

の と考える。年代別で は40代，50代が それ ぞれ

74名 ， 70名 と全体 の 38」％ ，36，1％ と 多 く，両

者 合わせ て 74％ とな り ， 育児 ， f’育て か ら 手が

離 れた家事経験の 多 い 中高年女性の 占め る割 合

が 高か っ た 。 なお，最年 少は 22歳，最高年齢 は

64歳，平均年 齢469歳 で あ っ た 。

　 （1 ）雇用形態

　雇用形態 に つ い て は，常勤 ヘ ル パ ーと登録 ヘ

ル パ ー
（非常勤） に分 け られ るが ，常勤 ヘ ル パ

ー
が 全体の 73．2％ を 占め，非常勤の 2．7倍で あ っ

た。

　 （2 ） ヘ ル パ ー
歴

　訪問介護 員の 経験年数 （ヘ ル パ ー歴 ）に つ い

て まとめ た もの が表 2 で ある 。

　 194名 中回答 の あ っ た 186 名全体 の 経験年数 の

平 均 は 6，73年，雇用 形 態別 に み る と常勤で は
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7．82年，非常勤 で は 3．95年で あ っ た 。

　 （3 ）有資格

　 194名が 取得 し て い る 資格 に つ い て ま とめ た

もの が 図 1 で ある。 こ れ よ り最 も多か っ た資格

は 「介護福祉 十 」が 110名で 全体の 56．7％ 次 い

で 「ヘ ル パ ー− 2 級」が 98名で 50．5％ ，「ヘ ル パ

ー 1 級」 が 94名で 48．5％ で あ っ た 。 「そ の 他」

の 資格 と し て 「調理師」 「美容師」f福祉住環 境

コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

」「歯科衛生十 」等で あ っ た。

　 また，雇用 形態別に 有資格をま とめ た もの が

表 3 で あ る。

　雇用 形態 別に み た 1 人 当た り の 有資格数 は ，

常勤で は平均 2．3 ， 非常勤で は 1．2 で あ っ た 。 最

も多か っ た の が常勤で 6 コ が 1 人，5 コ が 6 人，

4 コ が19人 い た 。

　 （4 ）勤務時 間

　勤務時間 に つ い て ， 1 週 間を週 5 目制 と し て

の 平均勤務時間 を調査 した とこ ろ，常勤 の 場合

は 平均 39，0時間で あ っ た。また，非常勤 で は平

均 1＆2時間で あ っ た 。

（％）
60
　 56．750
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　 ロ

聯 轡 麹蟹
謀 ・隣 ・

N「

図 1　 有資格の 内訳

　 （5 ） 業務内容

　家事援助の 業務 内容 に つ い て ，  被服管 理，

  食 事管理，  住管理 ，  その 他に つ い て 調査

を行 っ た 。

　  　被服管理

　 被服 管理 に つ い て ，常勤，非常勤 の 雇用形態

別に まとめ た もの が 表 4 で ある 。 こ れ よ り被服

管理 の 業務 と して 全体的 に み る と，最 も多か っ

た 業務 は 「洗濯物 干 し」が 194名中 185名で 全体

の 96．4％ ，次 い で 「洗 濯 」が 182名 で 93．8％ ，

「洗濯物の 取 り入 れ 」，「衣類 の 整理収納1 が 同

数で 174名 の 89，7％ で あ っ た 。

　雇用 形 態別 にみ た 被服管理 の 業務 も大体同 じ

傾向 にあ っ た 。

　 「その 他」 の 被服管理業務 と して ，「ア イ ロ

ン が け」 が 4 名 ，「ク リ
ーニ ン グ渡 し 引 き取

り」　
・ 「衣類 直 し」が 3 名 ， 「押 し入 れ 整理 」

「布団 カ バ ーの 取 り付 け」「衣服 防虫剤 の 交換 」

「ホ ッ ク ， ボ タ ン か ら マ ジ ッ ク テ ープ の 交換 」

「ゴ ム 通 し」「袖丈 ・ズボ ン 丈の 直 し」「ベ ッ ド

メ
ー

キ ン グ の ア ドバ イ ス 」等が 行わ れ て い た 。

　  　食事管理

　食事管理 に つ い て ， 常勤 ， 非常勤の 雇川形態

別に まとめた もの が表 5 で ある 。 こ れ よ り食事

管理 の 業務 として 全体的 にみ る と，最 も多か っ

た 業務 は 「食品等の 購 入」，「食事作 り」 が同数

で 194名中 190名で 全体 の 97．9％ ， 次 い で 「台所

や テ ーブ ル の 上 の 片付け」が 194名中183名で 全

体 の 943％ で あ っ た 。

　雇用 形 態別 にみ た 食事管理 の 業務は ，常勤 の

場合が 「食品 等の 購 人」 「食 事作 り」 「配膳 」

「食後 の 片付 け」 で あ り，非常勤 の 場 合が 「食

品等の 購入」「食事作 り」「台所や テ
ーブ ル の 上

の 片付 け 」「食事の ドご し らえ」 の 順位 で 若十

の 相違が 見受 け られ た 。

　 「そ の 他」 の 食 事管 理業務 とし て ， 「ド膳」
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表 2 　訪問介護員の 経験年数 （ヘ ル パ ー
歴 ）　 　 11

＝194 単位 ：名 C％ ）

1年未満　　1〜2年　　　3 − 4年　　 5〜8年　　9〜10年　　1】
一．15年　16・一・2｛）年　21− 25年　26年 以．ヒ　　 NA

8　　　　　　　22　　　　　　　37　　　　　　　64　　　　　　　26　　　　　　　19　　　　　　　9　　　　　　　　1　　　　　　　 0　　　　　　　　8

（4．1） 　 qL3 ） 　 q9 ，D 　 （：13．o〕 　 （上3．1） 　 〔9，8｝ 　 　 　 　 1（）．6） 　 　 　 　 〔4」♪

表 3　 雇用形態別に み る訪問介護員の 有 資格　　　（複数 回 答 ｝　 単位 ： 名

　 　 II・H3級　H ・H2級 H ・II1級　介護福祉士 1桧 福If’”t 杜会1畠祉主事　看護婦 ケアマ ネージャ
ー 栄養士

’
常菫力　　　　　　　17　　　　　　57　　　　　　84　　　　　　103　　　　　　0　　　　　　　8　　　　　　　3　　　　　　27　　　　　　　5

訓
ツ

常菫力　　　　　　　5　　　　　　　　・41　　　　　　　1〔｝　　　　　　　　7　　　　　　　　　0　　　　　　　　　2　　　　　　　　1　　　　　　　　0　　　　　　　　　1

保育
一
｝、　　 その 地

16 　 　 9

1 　 　 1

表 4 被 服 管 理
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表 5 食 事 管 理
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が 4 名，「腐敗物処理」「刻み 食 ・．ミキサ ー食へ

の 展 開」 が 3 名，「食中毒予防」「栄養 バ ラ ン ス

献 立
．
工 夫」 「調理 器具の 手入れ」 「減塩」 「ご み

始末」「火 の 元確 認」等が 行わ れ て い た 、，

　  住管理

　住 管理 に つ い て ，常勤，非常勤の 雇用形態別

に まとめ た もの が表 6 で ある 。 こ れ よ り住 管理

の 業 務 と して 全体的 に み る と，最 も多か っ た業

務 は 「台所 の 掃 除」 が 194名 中 191名で 全 体の

98．5％ ，次 い で 「居室 内掃 除」が 194名中 188名

で 全体の 96，9％，「灯油 の 補充 」が 194名 中186

名で 全 体の 95，9％ で あ っ た 。 雇用形態別 に み た

住管理 の 業務 も大体 同 じ傾向に あ っ た 、

　 「そ の 他t／の 住管理 業務 と して ，「照 明 ・時

計 の 電池 交換 」 「花 （仏壇 ） の 水替え」 が 3 名

「季節 の 部屋模様替 え」「障子 ・網戸 の 張 り替え1

が 2 名，「冷暖 房器の 入 れ 替え」 「除雪 」 「ポ
ー

タ ブ ル トイレ の 清掃 」「ガ ラ ス拭 き」 「掛 け軸 ・

色紙 の 掛 け替え」 「家具 配置替 えの ア ドバ イス」

等が 行われ て い た。

　  　そ の 他

　 そ の 他の 業務に つ い て ，「薬 の 受け取 り」「ペ

ッ トの 世話」「そ の 他」に つ い て 調査 した結果 ，

全体 的には
一
薬の 受 け取 り」が 190名中 169名で

全体 の 87．1％ と最 も多か っ た。

　 「ペ ッ トの UIF話」 は 194名 中 12名 で 全体 の

6．2％ で あ っ た 。実 際 の と こ ろ 介護保 険下 で は

「ペ ッ トの 世 話」 は 訪問介護サ ービ ス の 業務 に

は 含まれ て お らず，サ ービ ス 提供者側 と して 難

しい とこ ろで あ る。

　 「そ の 他」の 業務 と して ．「手続 き代行」が

5 名 ， 「デ イサ
ービ ス 準備」 「散歩 」「代読 ・代

筆」「他機関 と の 連絡」 「薬管理」 が 2名 ， 「分

薬 」 「通 院介助 」 「体調 チ ェ ッ ク ・健 康 管 理」

「服薬確 認］ 「身体介助 」等 と多 く，特に薬に関

す る業務の 多い こ とが うかが えた 。

　 また，常勤 よ り非常勤 の 方が 「そ の 他」の 業

務 を種類多 く援助 して い た 。

　家事援助 は衣 ・食 ・住 の 生活の 基 本用 件を 支

え る重要 なサ ービ ス で ある 。 利用者 は個 々 に 異

な り，そ の ニ ーズ も様々 で ある。介護保険導入

に 伴 い サ ービ ス の 質が問 われ て い る現 在，利用

者が 真に 必要とす る サ
ー ビ ス の 提供が な されて

い るか 。 また ，
サ ービ ス 提供側 の 訪問介護員が

制度 の ため に心や 気持ちが あ っ て もで きな い 現

状等 ，「そ の 他」 の 業務 に 関 し て は 早急 に 検討

して い か ねば な らな い 課題 と考える 。

　 （6 ） 業務 ヒの 留 意点

　訪問介護員が 居宅 で 家事援助 業務 を行 う際 に

留意する事柄 に つ い て まとめ た もの が表 8 で あ

る。 こ れ よ り，利用者の 希望 を聞 き納得 され た

上 で の 援助 ， 残存機能 をい か した援助等が なさ

れ て い た 。 「利用 者に と っ て の 適 切 な生 活 は，

ど うあれば よい か 」常に 相予の 身に な っ て 考 え

利用者の 意志 を尊重 した利用者 本位，生活改善

支援 の 担 い 手 と し て 認 識 され て い る と思 わ れ

る 。

　 （7 ）家事援助 で 多い 業 務

　家事援助 と して 多い 業務 を上位 3 つ 選ん で も

らっ た結果 「掃除」が 174名中 160名で
， 全体の

92．0％ を占め最 も多か っ た 。 次 い で 「調理」が

135名で 77．6％ ， 「買物」が ユ74名中86名で 49．4％，

「洗濯」が 63名で 362 ％ の 順位で あ っ た 。

　 （8 ＞訪問介護員 と して ．睾い と思 っ たこ と

　 「訪問介護員 と して 辛 い と思 っ た こ と」 に つ

い て 記述 して もら っ た 。 それ らに つ い て まとめ

た もの が表 9で あ る。

　記述 は， コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 関す る 事例が

最 も多 く64件 あ っ た 。 業務内容に 関 し て は，訪
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表 6 　住 生 活 管 理
単泣 ：名 〔％ ）

居
室

内

掃

除

ト

イ
レ

掃

除

風

尸1

掃
除

台
所
掃
除

居

室
の

整
理
・
．整
頓

ゴ

ミ

の

分
別

ご

み

だ

し

神

棚　、

仏
壇．
の

整

理

　　　　　　　日

　　　　　　用
灯
　　　　　　雑
油
　　　　　　貨
の
　　　　　　品

禦　講
　　　　　　入

住
宅
改

修

相

談

風 換

通 気
し　

辱
ミ
’
｝を！lll

の 度

で1．1
環 lE
ナ亮

鹽1
〜

の た

管 り

上
II1

　
’

コ

ン

セ

ン

ト
の

管
理

そ
の

他

常勤
139
（97．9）

136
〔95．8）

128
（9〔〕，1）

140
（98．6｝

137
（96．5｝

ll6
〔817）

119
（83、8）

41
（28．9）

139　　 133
（97．9｝　 （93．7177〔54．2）

123
〔86．6）

10
〔7．〔｝｝

9
〔6．3丿

非常勤
49

（942）
46

（88．5）
43

（82．7）
51

（98．1）
44

（84．6134 （65．4）
39

（75、0）
21

（40．4｝

47　　　44
（90．4｝　 〔84，6｝

18
〔34．6）

35　　　 4
（67．3）　 17．7｝

　7U3
．51

計
188
（96、9｝

182
〔93．8）

171
〔88，D191（98．5）

181
（93．3＞

150
（77，3）

158
〔8玉．4）

62
（32．0｝ 劃 ，品

95
（49．o）

158　　 　14
（8L4）　 （72｝

16
〔8．2）

表 7　 その他
単位 ：名 （％ ｝

薬
の

受

け

取

り

ペ

ツ

ト
の

世

話

そ
の

他

常勤
130
（91．5）

　5
（3．5）

　 i7
（12．〔｝）

非 常勤
　39
（75．0）

　 7q3
．5）

　 13
（25．0）

計
169
〔87．D

工2
（6．2）

　30q5
．5）

問介護員 と し て の 技術 ・能力に 関 して の 記述 は

20件あ り，そ の 内容 も業務が 多岐に渡 っ て い る

ため ，具体例 も多く記され て い た u 健康
・
体力

に 関 して は ， 利用者 の 体調に 関す る記述が 多 く

29件記 され て い た 。 精神面で は ，訪問介護員職

に対 して の 社 会的認 識 の 低 さに 関す る記述 「お

手伝 い さ ん と勘違 い され る」 が 24件 あ っ た。

　更 に 具体的な事例 に つ い て挙 げてみ る と，業

務に 関 して の 事例 に は以下の よ うに記 され て い

る。

　 「自分 自身 の 技 術 ・能力が低 く利用 者に
一
ト分

な援助 が 出来 なか っ た時」 （ヘ ルパ ー歴4年 ・1級・

介福十〉　 　「 一生懸 命 サ ー ビ ス を し て い て も，

すれ違 い を生 じる」 （ヘ ルパー歴 5年・2級）

　 「
．．．．．．

サ ービ ス を したが拒 否され，大 きな お世

話だ 」 ・ 「
．一

相性が 悪 い とい うか受 け入れ て も

らえな い 」 （ヘ ル パー
歴10年・1級 ・介福 lr）

　こ れ ら の 記述に は ， 技術 的能力 の み な らず，

ニ
ーズ に基づ く個別性 の ある 対応の 難 しさ ・厳

しさを伺 い 知 る こ とが出来 る 。 また ，介護保険

の 導入 に よ り，「直接 本人の 援助」 に 該 当 しな

い 行為 は認め られず，利用者の 依頼 とは い え不

可能 な内容の 場 合は 断 ら ざる を得な い 現状 で あ

る 。

　 「出来ない 仕事を 断 っ て も，
こ の 事に よ り信

頼関係 が 気 まず くな る 時が あ る」 （ヘ ル パ ー歴 7

年・1級・介福十） と記 され て い る 、

　少数で はあ るが ，異性 に 対す る扱 い 方の 難 し

さ も記され て い る 、

　 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に お い て 利用 者 とう ま く

図 れ な い 記述例 を以下 に記 した 。

・ 「話 した こ と を 誤解 さ れ て 受 け 取 られ た 」

（ヘ ルパー歴9年・1級・介福二D

・ 「障 害 を持 っ た 方 に ，
“
あ なた に私 の 気持 ち
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表 8　 家事援助業務上 の 留意点

　　　　　　　　 【被 服管理 】
・利用者 の 意志尊重 ，希望 をよ く聞 く
・衛生画に 注意，清潔保持
・今ま で の 生活習慣を重視 した サ ービ ス

・残存機能 を生 か す （手を出 しす ぎない ）
・新 しい 服 の ボ タ ン を ス ナ ッ プ に ，ズボ ン ・パ ン ツ

の ゴ ム をゆ るめ に
・
洗 濯物干 し ，

た た み は で き る だけ手伝 っ て もらう
・着心地 よ さ，本入が 愛着 を持 っ て い る物に敬意を

　もつ

・
衣 類 の 入れ替えは本 人 と確 認 しなが ら行 う

・
衣 類は丁寧に扱 う

・洗濯 の 仕方 も十 人 十色
・整 理収納 は本人が使 い や す い ように
・
不要 な物 と思 われ る物 で も本人に確認を とる

・洗濯十 し ・収納は 手の 届 く場所
・衣類の購 人 は経済状態を考えて

・利用 者の 状態 ， 季節に 注意
・タ オ ル

・枚で もしわ をの ば して 干す
・物を EB　f一に 移動 しな い

・声が け，業務の ず れ が な い よ うに
・
裁縫箱 があ るとはか ぎらな い （ヘ ル パ ー

が携帯）
・寝た き りの 場合，寝具 の 汚 れ も注 意
・ア ドバ イ ス や 助言で 利用者に不快感を与えない

・
シ
ー

ツ 交換 は しわ に な らぬ よう
・ボ タ ン つ け は ゆ る め に

　　　　　　　　【食事管理 】

・賞味 期限 の 確認，食 中毒予防
・
残 り材料 の 確 認 と献立 ．匚夫，了解 を得 て 処分

・季節 に よ り作る量 を確 認
・利川 者に 味 をみ て もらう
・
味 つ けは薄 め ， 軟 らか く作 る

・
栄養 の バ ラ ン ス

・個 人 に あ っ た調理法
・経済面を考慮 し献立作成，嗜好を尊重 し た 料理
・持病 の 方の 調理 は 栄養士 や 保健 婦 に 相 談
・塩分に孛主意
・手洗 い 励 行
・
限 ら れ た 時間内で 手順 よ く効 率 よく援 助す る

・冷蔵庫 の 整理 は確認 しなが ら，了解 を得 て 処 分
・バ ラ エ テ ィ に 富ん だ食事作 り
・
痴呆 の 方 の 食 べ 物管理 が 大変

・
買 い 物 の 確認 ，金 銭 の 取 り扱 い に 細心 の 注意

・食後の片付け，摂取量の チ ェ ッ ク

・同 じ食材で献立 に ］1ft

【住 管理 】
・畳 の 日 にそ っ て掃除機をかけ る

・濡 れ雑 巾 の 使用 許可
・

つ まず き防 止 （カ
ーペ ッ トの 端 ）　 転倒 防止

・自分 の 価1直観で掃 除等は しな い

・保険内の サ ービス か見極め が大切
・換気に 注意
・掃除の 際，物 を こ わ さぬ よ うに注意
・
掃 除 の 際，道具 や物 はあ っ た元 の 場所に 戻す

・
そ の 家 の や り方 で 掃 除 ， 整理 して もど こ へ しま

　っ た か 報告す る

・汚 い とい う言語は 出さ ない

・
使 用 して い る所 を中心 に掃除，家族使用の 所は

断る

・整理 ・整頓は や りすぎない

・片付け，移動 は確認 して か ら
・自立支援 の た め 本入 と

．一
緒 に行 う

・白立 支援 は 見守 りなが ら援助
・動 ける 人は リ ハ ビ リ と して観察しなが ら援助
・
灯 油 の 補 充 に 注意 ， 掃除は静か に

・複数 の 業 務 を こ な しなが ら集 中力 を分散 し，各
各の 目標 をし っ か り

・勝 丁・に 清掃範囲を広 げ な い

・プ ラ イ バ シー
。 衛生環境 の 保持

・仏 壇の 整理 は 利用者 と共に

・物 の 位置 に 注 意，不 良器 具 は素早 く取 りか え
・水回 り，戸棚等は ゴ キ ブ リや カ ビ の 元
・安全，快適に 過 ご せ る よ う協力
・

ヘ ル パ ー
は同 じサ

ービ ス を提供する こ と
・音 をた て す ぎな い 。 埃 を まき散 ら さな い

　　　　　　　　　【そ の 他】
・
薬 の 名前

・
内容 を確認

・複数 の 薬を短 時間で 受け取 り完了 で きる よう段

取 り
・薬に 日付，朝 ・昼 ・夕を貼 っ て お く
・服薬管理，家族が い る 場合全而的に ヘ ル パ ー

が

か かわ らぬ よ う
・視力障害者が 1 回 で 服用 で きる よう先生 に話す
・薬 の 飲み 方本 人に伝 える ， 本人 の 状 態 を医師に

伝 え る
・
薬 の 飲 み忘 れ な どな い か調べ る

・本人の 病 気 の 内容 ， 薬効な どを知っ て お く
・転 ばぬ よ う注意
・医療 機 関の 連絡を蜜に
・領収書は 必 ず も らう
・話 し相T・
・業務内容 の 均一

化 を図 る
・
現 金 の 受 け渡 しは確実に

・デ イサ
ービ ス の 準備 ・確認

・
代 行業務 と な る た め ヘ ル パ ー

の 身分 を明確に
・千早 く，段取 りよ く仕事 をする
・
秘密保持

・話 し か け，声がけ，心 の ケ ア
・緊急 連絡先の確認，目の つ く所へ の 張 り紙
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表 9　 訪問介護 員として辛 い と思 っ た こ と

記　述　 内　容　　　　　（　 〉内 は 出 現 件 数 記 　述　 内　 容　 　 　　 （　 ）内は 出現 件数

・
技術

・
能力が 認め て もら え ない 時（20） ・金銭面で 疑わ れ た 時（5｝

作業内容を不満 と して 訴 えが あ る

自分の 技術
・
能力が 低 く，利 用 者 に充 分 な援 助 が

コ

ミ

・時間 が な くて 充分話を聞 い て あげれ ない （3）
・体 調 が 悪 い の に ヘ ル パ ーの せ い に す る  

出来 なか っ た ユ
・「もう来なくて もよい 」 と言われた時｛2）

治療食を作 っ たが嗜好 に合わ なか っ た 二 ・出 され た お 茶 や お 菓 子 に手 を付 け な い と 「汚 い か ら

　 食材が 少ない の に ，あ なた の 腕次 第 と言 わ れ た時

・決 め られ た 時間内で 仕事をこ なさなくて は な らな

ケ

1
シ

　け ？」 と言 われ た りす る

・
利用者へ の 気遣 い が大変

い ・時間が 長引い た 時（9） ヨ
・た だ 掃除 さえ して くれ れ ば よ く，会話 も返 事も返 っ

・若い とい うだ けで 見下 され る   ン て こ な い

・ダ ニ や ノ ミ に さ され ，身体中か ゆ い 時 

部屋が 散 らか り汚れ て い る 時
・ペ ッ トに よ る場合

・自立 支援が 本 入 の 為 と は 思 い つ つ 言 い な りに 支 援 し 〔自分 に関 して 〕

て し まう 
・2．5 〜3 時問の 家事援助で 時間が ぎりぎりで 息 つ く

・白分で 出来る こ と もヘ ル パ ーに頼む 　節約家 で 注 文 暇 もな い  

が 細か い   昼 食 や 休 憩 時 間 が な い

・
利 用者 の 物 を勝手 に 片づ け られ ない  

・心 身共 に疲れ が とれ な い 　腰痛が ある （3）
賞味期限の きれ た もの 　ひ びの 人 っ た 食器

・自分 の 体調 が優 れ な くて も利 用者第
一
（31

業

・寝 た きりの 男性 か らか らだ を触 られ た と き 
・ピカ ピカ の 家 を 更に 磨 き上 げ る こ と に納得が い か な

・体 の 大 きい 人 を
一
人 で 介助 す る 時

・入浴介助が 多い と風邪をひ きやす く治りに くい

務

い

・
部屋 の 中隅 々 まで の 掃 除 の 依 頼 ｛障 子 の さん 等｝

健

康

・自分の 体調が悪い と き他の ヘ ル パ ー
さん と代 わ っ て

　もら うこ と

・
家族が 居間 で 寝 そべ っ て い る時の 部屋 掃除 ，

内

・
帰る 間際 に用 事を 言い つ け る られ る時

・何 時 も同 じ食材 の み で，料理 の 幅が 広が ら ない

体
力

〔利用者または その 家族に 関 して 〕
・
対象者 が体調 不良 だ っ た り，緊急事態 に 合 っ た りす

・緊急時の 判断の 難 し さ る こ と（29＞

容 ・若 い 男 性へ の 対応の 難 し さ
・亡 くな られ た時（あ あ して あ げ れ ば 良か っ た と 後侮

・雨 や 雪 の 時の 自転車で の 移動 で ，室 内を濡 ら さ ない す る時（13＞

よ うに配慮す る こ と ・一
生懸命サービ ス して い る の に，段 々 利用者の 調子

・雪路で の 車の 移動 が 悪 くなる 時（31
・担当 は

一．一
年交 代，次 の 年 の ヘ ル パ ーに考 えが 合わ ず， ・施設に 入所され る 時（在宅で の 限界が きて ｝

今まで の や り方 を拒否され た ・在宅介護を希望され る の に，周囲か ら入院を迫 られ

訪問業務に 追わ れ，事務 の 仕事（ケ ア マ ネージ ャ ）を 本人 の 意志な く入 院

す る 時間が な い

・
こ の ま ま来 て ほ しい と 言わ れ て も，交替の 時期があ

・お手伝 い さ ん と勘違い され て い る（24）

る 家政 婦の よ う に 言 わ れ る ・
掃 除 の 人 ・ド請 け 人

・自立支援 とはか け離 れ ギ ャ ッ プ を 感 じる

〔介 護 保険導人 に よ り〕
・白分 自身に ゆ と りが な くな っ た 時気持ちの コ ン トロ

・
業務以外の 仕事で，断 っ て も了解 して もら え ない ・ 一ル が 出 来 な い

誤解 を生 じる｛20）
・

ヘ ル パ ー同志の ね たみ，告げ口 
・決 め られ た 業務以 外は して あげた い が 出来ない  

・利 用 者 が ヘ ル パ ーの 悪口 を言う

・サービ ス が均
一

化 し た 精 ・気持 ち が休 ま らない ，お 正 月や お 盆 も休ん だ気 が し

・一人幕 ら しの 方で はある が深入りで きない ない （31
・雑 用 が 多 く，ゆ とりが な くな っ た

神
・家族 間 で の 希望 が 合 わ ない （3｝
・連休 が と りに くい

・利 用者との コ ミ ニ ュ ケ
ーシ ョ ン が 図れ な い （641 ・ス トレ ス の 発散相手 に され て い る

コ

ミ
ユ

誤 解 を受けた ・説明 して も分か っ て もらえ な い

科 用者や 家族 と考 え方や 意 見 が 合 わ な い 　 もう来

面 ・自宅に まで 電話が か か っ て くる よ う に な っ た

・10年の キ ャ リ ア が あ っ て も昨 日 ヘ ル パ ー
に な っ た 入

二 なくて もよい と同じ賃金

ケ 脳梗塞で 内容が 読み 取れ ない 　まだ ら痴呆 の 援助 ・福祉 サ
ービス で は 限 界 と知 らされ る時

ー

シ
ョ

ン

で 不穏 な 空気 とな る
・

ヘ ル パ ーと して 出 来 る こ とが あ っ て も利 用 者や 家族

が受け入れ て くれ ない

・老夫 婦の け ん か
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分か ら ない で し ょ う
”

と言われ た」 （ヘ ル パー歴9

年・1級・介福i：）

・ 「一一生 懸命努力 し て も利用 者の 意向に添えな

か っ た」 （ヘ ル パー歴10年・1級 ・介福士）

　 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は，知識や技術以外の 考

慮す べ き要素が 多く，経験年数 を重ね て も個 々

へ の 対応 の 厳 しさを知 る こ とが で きる 。

　健 康 ・体力の 面に お い て は ， 自分の 健康に 関

し て は ，以下 の 事例が 見られ る。

・ 「家事援助 で 時間 が ぎ り ぎりで ， 息つ く暇 も

な く多忙」 （ヘ ル パー歴 2年・2級）

・ 「自分の 体 調がす ぐれ な くて も利 用 者 第 一一・」

（ヘ ル パー
歴 ア年・1級・介福士）

等 よ り利用者優 先の 様子が伺 わ れる 。

　利 用者に対す る事例で は

・ 「対象著が 体調不 良だ っ た り，緊急 事態 に 会

っ た りする こ とが
．
辛い 」 （ヘ ルパー歴 3年・介福」：）

・ 「病状 の 悪 化に よ り元 気が 無 くな っ て い く人

を介護す る と き」（ヘ ルパー歴3年・1耡

等利 用者 の 体 調に 関する 記述 も多 い 。

　精神面 に 関 する 記述で は ，訪問介護 員に 対す

る 専門職 として の 認識の 浅 さへ の 記述が多 い
、，

・ 「お手伝 い と勘違 い され て い る の か と思 うほ

どに 雑多な こ とを要求 し，当た り前 の 如 くの 顔

をされ る （へ 1レパー歴 7年・1級・介福十）

・ 「ヘ ル パ ー
に 対す る評価が低 く，看護職等 と

差別視 され た こ と」 （ヘ ルパー歴8年・1級・介福
一t）

等 が 記 され て お り，訪 問 介 護員 は 「家 政 婦 」

「掃除の 人」 「ド請け 人」 等 と記されて い る 。

・ 「精神的に大 変 辛三い 時で も訪問宅 で は笑 っ て

い なけ れ ば な らな い 」 （ヘ ル パ ー
歴17年・介福匂

・ 「ヘ ル パ ー
は，た だ受け身形で それが む な し

く切 な い ・自 L
’
tl支援 とはか け離れ，ギ ャ ッ プ を

感 じる」等 専門性 を発揮で き な い こ とへ の 虚 し

さが記 されて い た。

（9） 訪問介護員として嬉 しか っ たこ と

　 「訪問介護員 と して 嬉しか っ た こ と」に つ い

て 記述 して もら い ．そ れ らを ま とめ た もの が表

10で あ る 。

　こ こ で は，利用者 との心の 交流が図れ た こ と

へ の 嬉 しさ の 記述が 多 い 。

「また 来て ね ・待 っ と っ た よ と 言わ れ た 時」 62

件 ， 「笑顔が 返 っ て きた と き 」 53件 ， 「よろ こ ん

で もら えた 時 ・感謝され た と き」53件，「心 の

交流が 図れ た とき」 34件で ある。

　事例で は ， 次 の 様な記述 が 見 られ た。

・ 「援助 者の 信頼 を得 て ， 生活に とっ て 欠 くこ

との 出来 な い 存在 で ある と思 っ た とき」 （ヘ ルパ

ー歴16年・介福十〉

・ 「利用者に 喜 ん で もらえた と い う実感，こ ん

な 時は ヘ ル パ ー冥 利 に つ き ます 」 （ヘ ル パ ー歴 2

年・2級・介福上｝

　次 に多か っ た の は健康 ・生活面で の 「利用者

が 元気に な っ て い くとき」が 30件あ っ た 。

・ 「ヘ ル パ ーが訪問 して ，元気に な っ て い か れ

る こ と」 （ヘ ル パー歴ll年・1級）

・ 「元気が 出て R常生 活 にめ りは りがで きた ・

体が 元気 に な り歩ける よ うに なっ た と き」

等が 記 されて い た。

　次に 出会 い に関 して は 「知識が 豊富に な っ て

い く」 ・ 「人生 の 先輩か ら生 き方を学べ る」 が

そ れ ぞ れ 3 件記 され て い た 、、

　その 他 で は 「褒め て もらっ た時」 5件 ・ 「出

来 なか っ た仕事が 出来たとき」 3件 等が 記され

て い た 。

　こ れ ら の 記述か ら利用者や 家族 と の 交流が ，

利用者の 笑顔 や感謝 ・ね ぎらい の こ とばを通 し

て 相 互 の 信頼 関係 に 結 び つ い て い る と思 われ

る 。

（10）訪問介護 員の 心が まえ と訪問時の留意事項
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表 10 嬉 しか っ た こ と

・知識が豊富になっ てい く
・
八生の 先輩から生き方を学べ る
・多くの出会い がある

・来てくれ るの を待っ てい る

　 また来て ね・
待っ とっ たよと言われたとき

・
笑顔が返っ て きたとき

　 利用者や家族の方が笑顔で迎え入れて くださる

・喜んでもらえた とき，感謝され た とき

　 利用者が出来ない 所をした・ありがとう，
　 きれい になりさっ ぱ りした・今Hはい い 目だっ た・

　 料理がおい しかっ た
・心の交流が 図れ たとき

　 悩み などを打ち明けて もらえる

　 言語障害の 有る方の 言葉を読み取っ た時

　 あなたの 身体は年寄 り皆の もの だよ

・
ヘ ル パー

で なければ と頼 りにされた時

　 医師や看護婦さん と対等に話して もらえた

　 百 っ たこ とを実践して くれた時

・利用者が元気にな っ て い く時

　 表情が明る くなっ て い く
・
歩ける ように なっ た

　 床ずれが治っ た・自分で出来るよ うになっ て い く
・こ の 制度の おかげで 自立 して い る

・生活意欲がわい て きた と思われる時

・
褒めて もらっ た時

　 たくさん の 仕事をして もらっ て
・自分や 自分の 親

　 の こ と
・出来なかっ た仕事が出来たとき

　 手の 届かない 場所の 掃除
・資格が取れたとき
・
問題点が解決した とき
・
客観的に人を見れるようにな っ たとき

　（D訪問介護員の 心 が まえ

「訪問介護員 の 心 が まえ と して の 留意事項1 を

挙げて もらい まとめ た もの が 表 11で あ る 。

　最 も多か っ た の は ， 「利用者の 話 を聞 く」 59

件で あ っ た 。 次 い で 「思 い や り，誠 意，情 熱，

相手の 気持 ち に な っ て取 り組 む」 36件，「相手

へ の 尊厳」 3ユ件，「守秘義務 を守 る」31件，「個

人的感情 を入れ ない 」28件等で あ っ た 。

　こ の こ と よ り，訪 問介護員は ，まず利用 者の

話 を聞 き，ニ ーズを把握 して ，相手の 気持ちに

なっ て 取 り組 む こ と で あ る。そ の 際 は ， 利 用 者

の 尊厳 ・秘密 を守 りt 個人的感情 を入れず利用

者 との 信頼関係を築 くこ とで ある 。

　援助 は ， 自 ff，攴援 を基 本 と し て ，他の 訪問介

護員 との 連携，意見交換 を行 うこ とが 大切 で あ

る。また，自己 の 健康管理 も怠 っ て はな らない 。

　記述内容は ，ホ
ー

ム ヘ ル プ サ ービ ス の 基本的

視点が 列記 され て お り，今後の 学生 指導に取 り

入れて い きた い 。

　  訪問時 の 留意事項

　訪問時の 留 意事項 を 3 つ 挙げて もら い まとめ

た もの が 表 12で ある 、、

　出現件数の 多い もの か ら　 1 ．話 を聞 きニ
ー

ズ を把握す る　 2 ． きち ん と挨拶す る　 3 ．利

用 者の 意志 の 尊重　 4 ．笑顔で 元 気に行動す る

と並ぶ 。 訪問時 の 留 意事項 は訪問介護員 の 心 が

まえ と比 較す る と． マ ナ
ー

に 関す る事項が 上位

に 出現 して い る 。 こ の こ とは ， 訪問時に は マ ナ

表11　訪問介護 員の 心が ま えと しての 留意点

記　 　述 　 　内　 　容

］．きちん と挨拶する

　元気な声 ・明る い 声

q｝身だ しなみ を調えて，一
人の 女性 として

  こ とば遣い に注意
2．利用者の 話を聞く

　相手の 思い をゆ っ くり聞く
・
聞 き上 手に な る

　傾聴
・
受容

・
共感

q） 相手の 目線に 合わせ る

（L）　言舌はゆ っ くり，は っ き りと

3 ．ニ
ーズ を把握す る

4 ．利 用者 との 信頼 関係 を築 く

5 ．守秘義務 を守る

6 ．思い や り，誠意，情熱，相手の 気持ちに な っ て

　 取 り組む

7 ．個 人的感情を人 れ ない

8．利用者 とは一一
定の 距離を保つ

9 ．お手伝い させて い ただ くと言う気持 ちで

10．相手へ の 尊厳

　 価値観
・生 活習慣

・自己決 定権
・指示を仰 ぐ

　 プ ラ イ ドを傷つ け ない

11．自立 支援
12，他の ヘ ル パ ーとの 連携，意 見交換

13．自己の 健康管理

14，研修に 励 む

15，常に プロ で ある こ との 自覚

16，利用者の 安全

17．衛生管理

18．自分の 見 た もの が 利用 者の 全て で は ない

夏9．その 他

頂き物はしない ・初心忘れるな
・
出来ない ことはやんわb断る・

ヘ ルパ ーは常に見られてい る
・
利用者の情報はもらえない

・

問題は
一・
人で抱えず｛［事場に戻す

・
　介護者の負担軽減・

利用者が社会と交流をもてるように
・政治1宗教には口を出さない

利用者に対して100％のサービス提供

出現数

10

　

OQ
」

4　
1
匚
」

8
拍

161831

362882

訓

5527562

」
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　 　　 　　 記　　述　 　内

1 ．話 を 聞 き，ニ
ーズ を把握 す る

　 　 声 が け ，傾 聴，受容，共感

　 き ち ん と挨拶を す る

表 12　　訪　問　時　の 　留　意　事　項

2 ．

　 　　 H ，顔 を見 て
・
さわ や か に

・
明る く

・
は っ

　 　　き り

3 ．利用者の 意志 の 尊重

　 　 利用者 t体，相手の 気持 ちに なり考 える

4 ．笑顔 で 元気に 行動す る

5．時間や 約 束を守 る

6 ．誠実な態度で 対応す る

　 　 や さ し さ，思 い や り，謙虚 な 気持 ち で

7 ，健康状態，表情，体調 の 変化を観察す る

8 ．ニ
ーズ に 応 じた サ

ー
ビ ス を行 う

　 　 満足 して もら え る サ
ービ ス を，

　 　 て きぱ きと冷静 に ，一
生懸命 に

9 ．精神状態の 把握 と観察

lO．守秘義務，プ ラ イバ シ
ー

の 尊重

ll．こ と ば 遣い に 気をつ け る

12．み だ しな み に 気 を つ け る

13．家事援助 は 相手の ペ ー
ス で

容 出現数 記　　述

60M ．礼儀正 し く行動 す る

15．信頼 関 係 を築く

5816 ．安全 の 確 認，危険 が

・
明る く

・
は っ 17，自立 支援 の 介 護，出

18．援助内容 の 確認 （II寺
4619 ．衛生管理 （清潔保持

に なり考 える 20．金銭の 確認 （必 ず メ

4121 ．自分の 体調 に 留意す

39 出 さ な い 〉

を与え な い ） 3822 ，引 き継 ぎの 確認，伝

な 気持 ち で 23．どの ヘ ル パ ーが 行 っ

を観察す る 3624 ．食事摂 取 状 況 の 確認

う 30

を， 25．火 の 元，火の 始 末

命 に 26．必 要 な 部 屋 以 外 に は

2027 ．家族 の 意見 を良 く聞

重 1928 ．金品を持 ち 込 まな い

1729 ．私事の 会話を しな い

ll30 ．QOL の 向上

ll

内　　容

自分の 体調 に 留意す る （体調が悪 くて も表 に

出現数

101010

　9
　8
　6
尸
0

ρ
0

置
D44

2
ワ臼

llll

一
や み だ しなみが 利用者 に大 きく影響する こ と

を示す もの で ある，、

（ID 介護専門職 を志す学生 に 伝 えた い こ と

　 こ れ か ら介護福祉 トと して 社会に 巣立つ 学生

に 対 して 自由に 「介護専 門職 を志す学生 に 伝 え

た い こ と」 を記述 して もら い ま とめ た もの が 表

13で ある 。

　 最 も多か っ たの は，「相手 を尊 重す る，尊敬

の 気持 ちで 」 30件，次 い で 「相壬の 気持 ちに な

な っ て ，人 の 痛 み が わか る 人に」 24件 ， 「聞 き

上 手に」 ユ3件 ，「利用 者の ニ ーズ に 沿 っ た援助

を」 1ユ件等で あ っ た 。

  「相手 を尊重す る」に は，心 を傷 つ けない
・

・
人 ひ と りの 個性 を尊重する ・人それぞ れ物事

に 対する価値観が 違うこ と を理解 して ほ しい 等

が記 され て い た 。

・ 「痴呆や 寝 た き りで 意志 の 疎通が 出来 な くて

も感覚的 な部分 は 残 っ て い る と思 う。そ の 事

を勘案 した 上 で 援助す る こ とを心掛け る」 （ヘ ル

パー
歴11年・1級・介護士 ・ケア マ ネ｝

・ 「で きる だ け多 くσ）人 と接 して
， 入は こ ん な

に も価値観 や思 っ て い る こ とが違 うこ とを実感

して欲 し い 」（ヘ ルパー
歴 8年・2級づ蔽 士1

　 こ れ ら の 記述に は ， 先輩た ち の 貴重 な体験 が

記 されて い る。

  「相 手の 気持 ちに な っ て，人 の 痛み が わ か る

人」に は，相手の 心 の なか に人 る ・や さしさや

思 い や りをもっ て 等が 記 され て い る。

・ 「老人は体が動か な い 分口 だけ が 武器，これ

を い や な 老人 と思 っ て は い け な い
， 自分 は こ

ん な時どうした い か を考 えて み る 」（ヘ ル パ ー
歴10

年・2級・介護上）

・
「利用 者が 自分 も若い 者に 頼 られ て い る と思

わ れ る よ うに」（ヘ ルパー歴5年・1級）

等 が記 され ，「忍 耐と機知，ユ ーモ ァ を もっ て

見守 っ て 下 さい 」 とあ る。

  「聞 き上手 に」 で は まず 「話 を良 く聞 い て あ
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表13 　学生 に伝 え たい こ と

1．相 手 を尊重す る，尊敬の 気持ちで

2 ．相 T一の 気持 ちにな っ て ，人の 痛み がわか

　 る人

3 ．聞 き ヒ手に

4 ．利用者 の 二
一

ズを見極め 喜ば れ る 援助 を

5，広い 視野，知識を持 っ て

6 ．コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を大切 に

7 ．声が けをし，信頼関係 を築 く

8．信頼さ れ る 入に ， 信頼 され る業務 を

9 ．お 年寄 りは入生 の 先輩 ，
い ろ い ろ学 ぶ こ

　　とが 多い

10，背伸びせ ず，素直 に 接する

げ る」「心 の 声に 耳 を傾 け る」 「利 用者の ニ ーズ

を 自然 に 打 ち明 け て くれ る よ うな 対応 が で き

る」（ヘ ルパー歴5年・1級・介福士）

等 とあ り 「受容す る
．．．．．．

現在 の 私 には 難し い 」 言

葉 と現実の ギ ャ ッ プが ，

  「利 用 者の ニ
ー

ズ を見極 め喜 ば れる援助 を」

で は，「心 の 交流 が で き ・
ケ ア がで きる よ うに 」

「身体 ・症状 の 変化 を察知す る」等が あ り，

・ 「柔軟 な気持 ちで ，時間 をか け て 」「そ れ ぞ

れ の 家 に は習慣や きまりが あ る ・幾通 り もの や

り方が ある こ とを念頭 にお く」等が 記 され ，上

司や 同僚 の ア ドバ イ ス を聞くこ との 大切 さが，

・ 「利 用 者の 顔 を 見て 声を掛ける こ とで ，表情

や 態度か らい ろ い ろ な思 い が 伝わる」

・ 「家事援助 は終 わ りの な い よ うに 要求 されま

す 。 痴呆 気味 な 人 とど っ ぷ りと係 わ る こ とが

多 く，大 変 な仕 事 ， それ ぞれ の 利用者 に 対応

で きる よ うに」 （ヘ ルパー歴10年・1級 ・介福1：） とあ

る 。

  「広 い 視野 ， 知識 をも っ て 」で は 日頃 の 勉強

の 大切 さが 記 されて い る 。

・ 「相手は男性，女性職業を問わず相 手の 趣味

な ど も知 り日頃の 勉 強 も大切」 ・ 「まず は基 礎

知識 ・技術 を ど っ ぷ りしみ 込む ほ ど に 体に覚 え

込 ませ る こ と で 基礎が で きあが っ て い れ ば ，ど

ん な場 面 に あ っ て も臨機 応 変 に 向か い 合 え ま

す」 （ヘ ル パー歴18年・2級）

・ 「学 べ る ときに大 い に学 ん で くだ さ い 一

・ 「ドン ド ン勉 強 して い ただ き，意欲 的に福祉

を ぐい ぐい と明 る い 未 来 へ 導 い て い た だ きた

い ，期待 し ます 」 （ヘ ル パ ー歴 3年・2級 ・介福十）

・ 「読書す る こ ともよい 知識が得 られる」

　 ホ
ーム ヘ ル プサ

ービ ス は，マ ル チ型 の サ ービ

ス （守備範囲の 広 い サ ービ ス ） で あ る ため 広 範

開の 知識が必 要 とされ る 。

  「コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を大 切 に 」で は，「同

じ囗線で 」，「決 して ヒか ら見 ドうす よ うな こ と

が ない よ うに 」， コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は ， 「あた

たか い 心」「や さ しい 手」「冷静 な判断」が 必要

で あ る 。

　座 る 位置や 声 の 掛 け方 な ど も利用 者へ の 影響

は大 き い 。 また 「プ ラ イ ドを傷 つ けな い 」 「学

ぶ姿勢で 」「相手 の 気持 ちを理解 し，受 け 止め ，

こ ち ら の 思 い を返す」 「確か め 合い な が ら話す」

等 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 基 本が 記 され て い る。

・「コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン は そ の 人 の 感性 が 問わ

れ ます 。 ア ン テ ナ を高 くし て 自分 を磨 い て くだ

さ い 」　（ヘ ル パー歴6年・介福十）

　 こ こ に も訪問 介護員の 体験 を通 して の 貴重な

意見が 記され て い る 。

  「声が け を し ， 信頼関係 を築 く」 で は，声掛

け は ， 「明 る く」 「元 気 で 」 「素直な気持ちで 」

行 う 。 こ の こ と に よ り， 利用者 の
．．・

日を明 る く

す るこ とが で きる の で ある 。 「あ りが とう」 「ご

め ん な さ い 」「は い 」が
．一・番大切 と も記 され て

い る 。

　 「失敗 を恐 れ ず ， 失敗 は 自分の 成長 と思 っ て

頑張 っ て くだ さい 」 「出来 なか っ た こ と を悔や

まな い で，で きた こ と を喜ぶj 等 と学生た ちへ

の 温 か い 励 ま しが記 され て い る 。
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表14　介護保 険導入後の変化

利　用 　者　側 訪 問 介 護 員 側

・
利 111者が サ ービ ス を選 べ る

・プ ラ イ バ シ
ー

が 守 られ る

・
ヘ ル パ ーの 使 い 方が 上 手に な る

・今 ま で 受け て い た 介護 が 受け ら

れ な い

・
利用者 の 権利意識 が 強 くな っ て

きた ・は一
；．き りして きた

・好み の ヘ ル パ
ー

を指名 で きる

・時 間を気 に され る よ う に な っ た

・杓 子定規 で 冷た い

・経済的に 楽に な っ た

・
経済的負担が 多 くな っ た

・
経済 的理 由 で 援 助 を断 る

・利用者が 減 っ た

・
利用 者は お ちつ か ない

・時間 を有効に使 うよ うに な っ た

・
過剰 サ

ービ ス を しな くて もよ い

・時 問 い っ ぱ い の 仕事を言 われ る

・
慌 た だ し く充 分な会話 が と れ な

い （忙 しく時 間的余裕が な い ）

・ゆ っ くり傾聴す る時間が ない

・何で も して も ら い た い 、頼 もう

等 （仕事内容の 要求が 大きくなっ た）

・
心 の ケ ア に か け る時間 が な い

・援助 内容 の 線 引 きが難 しい

・役割 分担が は っ き りして や りに

　くい こ ともある

・
利用 者は 仕事 ぶ りを厳 しく見 る

よう に な っ た

・真の ニ ーズ 以外で し ば られ る

・数分 の 遅 れ で も呂
二

情が 出る

・家政 婦と思 っ て い る

・自 立支援 よ りサ
ービ ス 業 に 変化

し た （何 で も依頼す る ）

・家事援助 で も状 況判断 で 身体介

護の 必 要性を感じ る が 戸惑 う，

・
利用 者とヘ ル パ ー

の 希望 時間が

合 わ ない

・
民 間業者も参入 し 緊張す る

  「信頼 され る 人に，信頼 され る業務 を」 で は

以 ドの とお りで あ っ た。

・ 「他 の 職種 よ り，現 実味 の あ る誰 もが 通 る道

をサ ボ
ー

トす る 職 業 ， 常 に前 向 き に新 鮮 に 業

務 を務め る に は， どうす れ ば よ い か ，先輩 ・

年配者 の 方 と よ く話をす る」 （非常勤 ヘ ル パ ー）

　 また ，「機械の よ うに 決 まっ た 仕事を し な い

そ の 人そ の 人で 少 しず つ 違 うはず」 「わ か ら な

い 時 に は ， わ か っ た 顔 を しな い 」「白分 を見 つ

め た ら，次は周 囲 を見 ま し ょ う，相手へ の 協 力

や 思 い や りを」 「何 事に も真 っ 直 ぐ真剣 に 立ち

向か う」等，業務 を遂行す る に 当た っ て の ア ド

バ イ ス で あ っ た 。

  「お年寄 りは 人生の 先輩， い ろ い ろ学ぶ こ と

が 多い 」で は ，人生 の 先輩 で あ る高齢者 に対 し

て の 接 し方記 され て い る 。

・ 「利用者は 人生 の 先輩 なの で
，

とて も私達 の

気持 ちに敏感 です 。 尊重 しなけ れ ば ， 援助 に つ

な が りませ ん 」

・ 「社 会経験を積んで こ られ た 方 と接 する と学

ぶ べ きこ とが た くさん あ る。人生 勉 強に もな り

と て も良 い 仕事で あ る」 そ し て ，高齢 者が 生 き

て きた時代 の こ と （戦 争体験者 ）を学ぶ こ と を

勧 め て い る 。

  「背伸び せず ， 素直に接す る」 で 1よ

・ 「初心 を忘れ ず，人と人 の 関わ り，人 の 命を

預か る こ と の 重 み を し っ か り感 じ て 欲 し い 。

取 り繕 うこ と な くあ りの ままの 自分で ， 自分を

磨 い て くだ さ い
。 」 （ヘ ル パ ー歴5年 ・1級・介r1隻上）

が 記 され，こ こ に は 高齢者へ の 尊厳 と学ぶ べ き

姿勢が 述べ られ て い る 。

　以 上 よ り，「学生 に 伝 えた い こ と」 で は，介

護専門員 と して の 心 が まえが 詳細 に 記 され て い

た。利用者が ， 尊厳 ある 囗常生 活が維持で きる

ように 支援 す る た め の 留 意点や 価値観，利用 者

の 意志 の 尊重，利 用者の 擁 護，高齢者 を尊敬す

る姿勢等で あ り，今後 の 学生 指導に役 蹉て て い

きた い 。

（12）介護保 険導入後の 変化

　平成 12年度か ら介護保険が 導入 され た 。 高齢

化 に 伴 う家族介護 の 問題 ， 利 用 者の QOL の 向
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上 等 を理念 と し て 無理 な家族介護を強 い らな い

ため の 体制づ くりで あ り， 高齢 者の 人格 の 尊重

を 目指す もの で ある。

　実際，居宅 介護の 現場で は ど の よ うな状 況か

利用者 と の 関係 で 変化 した こ とが あ っ た か ，記

して もら い ま とめ た もの が 表14で あ る u

　訪問介護員の 見た 利用者側 の 変化は ，良い 点

で は ，

  利用者が サ ービス を選べ る

（2）プ ラ イバ シ ーの 保護

　 が挙げ られる 。

　 こ の こ と は ，利用 著が サ ービ ス の 内容や 提供

者 を選ぶ こ とがで きる わ けで あ る，、記述 に は次

の よ うに 記 されて い る 。

・ 「同僚の ヘ ル パ ー
が 仕 事の 内容が 不充分で あ

る と の 理 由で ，そ の 方の 日 だけ 違 う方が 入 る こ

とに な りました 。 利用者 の 方も なか な か シ ビ ァ

で す」（ヘ ルパー
歴10年・2級・介1蔓」／）

　 こ の 記述 か らそ の 様子 を推 し量 る こ とがで き

る。

　悪 くな っ た点 と して は，認定度 と経済的理 由

と思 わ れ るが，「今 まで 受け て い た 介護が 受け

れ な くな っ た」 「杓 r一定規で 冷 た い 」 等が 記 さ

れて い る 。

　次 に，訪問介護員側 の 変化 の 記述 に は，良 い

点 と し て ，限 られた時間で サ
ービ ス を遂行する

が 挙げ られ，

  時間を有効に使 うよ うに な っ た

  過剰 サービ ス を しな くて もよ い

　 等わずか 記 され て い た。

　悪 くな っ た 点 と し て ，「利用 者 の 権 利が 尊重

され る こ と に よ り．利用 者は何 で もし て ほ し い 」

「希 望は以 前 よ り多く1弓長され る よ うに な っ た」

「利 用者 ニ
ーズで仕 事量が増加 した」。

・ 「訪問時は体 を動 か して 仕事を し て い な い と

い け な い よ うな 気持 ち に な る 。会話 は 大切な

介 護 の 一
つ で は あ ります が．ゆ っ くり座 っ て

話 を聞 く行為が ，利用者 は仕事 とは 思わ な い の

で は なか ろ うか． と気 をつ か う」 （ヘ ル パー歴 8

年・2級・介護十）

　 こ の 記述に 見 られる よ うに，ヘ ル パ ーは 「慌

た だ し く充分 な会話 もとれな い 」 「ゆ っ くり傾

聴す る時間が な い 」 の 記述が 多 く，「ゆ と りの

あ る介護が 出来 な い 」と記され て い る 。

　ヘ ル パ ー
が 慌た だ し く行動す る こ とに よ 1）　，

利用者も落ち つ か な い 様 ∫
・
で ある 。

・
「
“
今 の ヘ ル パ ー

は忙 し い か ら
”

と言 わ れる

の が 寂 し い 」 「利用 者 の して ほ しい こ とが 出来

な くな っ た 」 と 言わ れ ない よ うに優 先順位 を付

け て 「満 足 で きる 介護 を心掛 けて い る」。
コ ミ

ュ ニ ケ
ーシ ョ ンが図れ ない と利用 者に は 不満が

残 り，「利用者 と の 関係が ぎくし ゃ くして きた一

表15　ス トレ ス解消法

記 述 内 容

話をする　　（同僚 ・友人 ・先輩 ・ヒ司等）

食事をす る （美味 しい もの ・好 きな もの ）

ス ポーツ 　　（ビ
ーチ バ レ

ー ・水泳
・

　　　 　　 ボ
ーリ ン グ ・ダ ン ベ ル体操）

自分の 好 きな こ と

入浴
・
温泉に行 く

よく眠る

散歩 ・体を動かす

LI」登 り・ハ イキ ン グ

ガ
ー

デ ニ ン グ （草木を眺め る）

読書

音楽 ・美術鑑賞

苧：む し り ・畑仕事

お茶会

旅行

そ の 他

　散歩 ・大 きな声を だす

　お酒 を飲み に行 く ・テ レ ビ

　家族 との だ ん ら ん ・ドラ イブ

　 シ ョ ッ ピ ン グ ・苫道 ・ダ ン ス

　手芸 ・生 け花
・
映画鑑 賞

　 ア ウ ト ドア

出現数

Qゾ

49
一

622

096666533

≧

3
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と の 記述 もあ る。

　こ の こ とか ら，ヘ ル パ ー
は

一一淀 の 時間 で 最大

の サ
ービ ス を満足 の い くよ うに提 供す る に は ，

「今まで以 E に神経を使 う」
の で あ る 。 「仕事の

内容要求が 大 きくな っ て い る」の で 「や るべ き

事をや りこなす だ け の 入 とな っ て しまっ た」 と

述懐 して い る。

　利 用者の ニ ーズ に沿 っ たサ
ービ ス は 「自立よ

りもサ ービ ス 業 に 変化 した 」 と記 され て い る。

介護の 目的の
．．
つ で あ る 自立支援に 向け て のサ

ー
ビ ス の 実現 は，介護保険の 適用 か ら H も浅 く

なか な か困難な状況 と推察 され る　法制度 は ど

うあ れ ば よ い の か ，自立 を ど の よ うに支援す る

か 今後の 問題 と思 われ る 。

（13） ス トレ ス解消法

　 訪問介護 員の 業務は 多様 で あ り，利用 者の ニ

ーズ も個 々 に．異 な っ て い る、、そ の こ とに よ りス

トレ ス も多 い と思われ る。

　今後の よ り良 い 在宅 ケ ア推進 の た め に ス ト レ

ス 解消法 を記入 して もら い まとめ た もの が表 15

で ある。

　こ の 表か ら解消法 と し て 最 も多 い の が 「話 を

する」 であ る 。 話 し相 手は職場 内の 同僚で あっ

た り，先輩，上 司等で ある 。

　業 務 Eにお い て 問題 が生 じた場合は職場に帰

っ て か ら皆に 「は な し」 を聞 い て もらう記述が

多 く見 られ ，な るべ くそ の 日 の うちに解決する

よ うに 努め て い る。「紳 問 と話 ， 笑 うこ と」 と

あ り， 後まで尾 を引か な い よ うに努め て い る 。

　次 い で 多い の は 「食事をす る」で あ る 、，「美

味 し い もの を」 「気 の 合 っ た者同志 で」 「思 い 切

り食べ る」で あ る。

　 「ス ポ
ー

ツ 」 も多 く見 られ た 。 その 内容は ，

ビーチ バ レー，水泳，ボー リ ン グ，ダ ン ベ ル 体

操等，気の 向 い た時，中に は毎 日定期的に 行な

っ て い る 人 もい る。

　そ の 他 「自分 の 好 きな こ と」「入 浴，温 泉 に

行 く」 等が 記 され て い る。 こ れ らの 解消法は ，

山登 りや 旅行等を除 くと一
般的には 身近に 行え

る内容と思 わ れ ，

一
様に家庭 に は ス トレス は持

ち込み た くな い と思 っ て い る よ うで あ る 。

　訪問介護員の健康状態 は肉体的に も精神的に

も良好で なけれ ば ならな い 。

　また ， 勤務状態も不 規則 なた め ， 家族 の 協力 ，

支援 が ある こ とも忘れ て は い け な い 。

］v 　要約

　平 成 ユ3年 6 月 ， 富山 県内 の 社 会福祉協議会 ，

ホ
ーム ヘ ル パ ース テ

ーシ ョ ン などの 訪問介護員

194名 を対象 に 家 事援助 の 業 務内容や 心情 等の

意識 に つ い て 調 べ ，以 ドの 結果 を得 た 。

1　　 就労条件 に つ い て ，雇用 形態 で は常勤が

　 非 常勤 に 対 し て 2．7倍 と 多 く，ヘ ル パ ー歴

　 は常 勤で 平均 7，82年 ， 非常勤 で 3，95年で あ

　 っ た 。 有資格で 多い の は常勤が 「介護福祉

　 十 」 次 い で 「H ・Hl 級 」，非 常 勤 で は

　 「H ・H2 級」 で あ っ た 。 勤務 時 問は 平均

　 　1 週 間当た り39，0時間で あ っ た 。

2 　家事援助 の 業務内容 に つ い て は，常 勤 ・

非常勤の 大差は 認め られ なか っ た 。 全体的

に は被服管理 で は 「洗濯物干 し」「洗濯」，

食事管理 で は 「食品 の 購 人」「食事作 り」，

住管理 で は 「台所の 掃 除j 「居室の 掃 除」

そ の 他で は 「薬 の 受け取 り」等が 業務 に 占

め る る割合が 多か っ た 。

　業務 トの 留意点に つ い て は，利用者の 意

志 を尊重 した利 用者本位の 援助 ， 残存機能

をい か した援助が なされ て い た 。

　家 事援助 と して 最 も多 い 業務 は 「掃除」
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「調理 」「買物」の 順 で あ っ た。

3 　 　訪 問介 護員 と し て 望い と思 っ た こ とで

　 は ，
コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン に 関する記述 が多

　　く，それ らは，訪問介護員 自身の 技術不足

　　もあ る が，介護保険 の 導入 に よ り制度の 内

　 容が 充分 に利用者 に行 き渡 っ て い な い こ と

　 や ，利用者の ニ ーズ に 基づ く個別性 の ある

　 対 応 の 難 し さや 厳 し さが 原 因 と考え られ

　 る 。 訪問介護 員 と し て の 専門性が 生 か され

　 ず，利 用者は専門職 と して の 認識 が浅か っ

　 た。

　　 嬉 しか っ た こ とは ， 利用者との心 の 通い

　 が 図 られ た こ とで ある 。 こ の こ とは ，相互

　 の 信 頼関係 に結 びつ き， よ り利用者本位 の

　 支援 に つ なが る 。

4　　 訪問介護 の 心が まえは，ホーム ヘ ル プ サ

　 ー ビ ス で の 基本 的視 点が 列 記 され て お り，

　 利用 者の 話を聞 くこ との 重要性 が 再確認 さ

　 れ た 。訪問時 の 留意点 は心が まえと異 な り

　 マ ナ
ー

や み だ しな み が 利用 者 に及 ぼ す 影響

　 　と して 大 きい こ とが 認め られた 。
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